









































































作 1,3)、山野由紀男 1)、肥後　盛洋 2)、小池　博文 2)、
　笠松　厚志 2,3)、坂本　洋右 2)、鵜澤　一弘 2,3)、丹沢　秀樹 2,3)、
伊藤　　博 4)
患者は14歳女児で，主訴は右側顎下部の腫脹であった．初診時の所
見として，顔貌は左右非対称で，右側顎下部に弾性軟で無痛性の腫
脹を認めた．表面皮膚は正常で，発赤や圧痛は認めなかった．口腔
内においては口底部に発赤・腫脹は認めず，口底粘膜は正常色を呈
しており，舌下小丘からの唾液流出は両側とも良好であった．画像
所見では，造影MRIにおいて右顎下腺前方，顎舌骨筋外側にT1強調
像で低信号，T2強調像で高信号を呈する内部均一で境界明瞭な病変
を認めた．Plunging Ranulaの診断のもと，全身麻酔下にて右側舌
下腺摘出術を施行した．舌下腺摘出後，顎下部を圧迫すると顎舌骨
筋裂隙より血液混じりの透明性を有した粘液の排出をみた．粘液を
すべて吸引し，創面は一次閉鎖した．術後は口腔外から圧迫ガーゼ
により顎下部を5日間圧迫した．術後経過は良好で，術後7日目に退
院となった．術後6か月を経過した現在，再発および合併症等もな
く経過良好である．
P-042
退院後の電話によるフォローアップの試み
名古屋第二赤十字病院　混合病棟
○鈴
す ず き
木　訓
く に こ
子、山本えつみ、片桐香奈子、杉本　友香
　当院は「最高の病院」を目指して様々な取り組みを行っている。
その一つとして平成24年度に退院後の患者さんに電話によるフォ
ローアップを試みた。当病棟は全室個室で、病室等の設備面をより
充実させていることから、新しい患者サービスの試みとして当病棟
から始めた。私たち看護師は退院後の患者さんの状況について知
る機会はなかったため、退院後の患者さんの経過を確認することで
患者さんの満足度を高めることや、患者さんから得られた情報を
フィードバックし業務改善に活かすことを目的として、電話による
フォローアップに取り組んだ。対象者は自宅退院した患者さんとし、
退院時に了承を得られた方に電話によるフォローアップを行い、病
棟師長と病棟係長が対応した。内容としては、退院後の病状や生活
状況、内服薬の管理、入院中の病院職員の対応や要望についてイン
タビュー形式で確認した。結果、患者さんからは、「電話してもらっ
て安心した」「いろんなことを聞けてよかった」「医師・看護師・看
護助手・清掃スタッフの言葉遣いが丁寧でよかった」という言葉を
聞くことができ、安心感・満足感を得ていた。対応した看護師は、
患者さんが入院中や退院後に思っていることを知ることができ、今
後の看護や患者指導に役立つと感じることが出来た。また、退院し
た患者と電話で話すことにより、継続した看護を行っているという
充実感・実感を持つことができた。このことから、電話によるフォ
ローアップは患者さん看護師双方によい結果をもたらすと考え、今
後も継続していきたい患者サービスである。今後の課題として対応
時間の確保や、対応スタッフの教育、得られた意見をどのように活
かしていくかが挙げられる。将来的には、病院全体で取り組む患者
サービスとなることを目標にしたい。
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